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極早生で耐倒伏性と耐病性に優れたエンバク「K78R7」（商品名：アーリーキング）を開発 

－自給飼料の端境期に安定供給を図ります－ 

ポイント 
・ 農研機構九州沖縄農業研究センターとカネコ種苗株式会社は、夏播き用エンバク

極早生品種「K78R7」（商品名：アーリーキング）を共同開発しました。 
・「K78R7」は、耐倒伏性や病害抵抗性を確保しつつ、多収性を実現しました。 
・ 農家圃場での試験栽培でも他品種と比較して安定多収を示し良好な成績が得られ

ています。 

 

概要 
 
１．エンバクの夏播き・年内収穫栽培は、自給飼料の端境期である冬季に牧草を供給できる栽

培体系として広く普及していますが、安定生産のため、年内に収穫できる極早生性に加えて
多収性と耐倒伏性を両立する品種が求められていました。 

２．「K78R7」は、「九州16号」と比較して、出穂の早さがやや遅く、草丈が高いですが、耐倒伏性

は同程度で、収量性が並かやや多収です。また、多収性で広く普及してきた「既存品種A」と

の比較では、出穂の早さ、草丈は同程度で、収量性は並かやや高く、耐倒伏性は明らかに

優れ（表１、図１、写真１）、安定多収に貢献できます。 

３．「K78R7」は、冠さび病や葉枯性病害の病害抵抗性にも優れ、一部の地域で近年、問題にな

っているひょう紋病の病害程度も低くなっています（表２）。 

４．九州、関東地域を中心に、22カ所の農家圃場での試験栽培を展開し、大きな問題は指摘さ

れませんでした。収量調査を実施した鹿児島県や群馬県では、育成機関による試験結果と

同様に多収性と耐倒伏性で良好な成績が得られています（図２、写真２）。 

５．2014年から種子の流通が始まり、カネコ種苗株式会社から「アーリーキング」の商品名で販
売されています。本品種は関東から九州を中心に、既存の極早生品種を栽培できる地域で
利用できます。 

＜関連情報＞ 
種苗法に基づく品種登録出願：出願番号 第28185号 

問い合わせ先 
研究推進責任者：農研機構 九州沖縄農業研究センター所長 岡本 正弘 
研究担当者  ：同 畜産草地研究領域（飼料作物育種グループ）桂 真昭  

TEL 096-242-7754 
        カネコ種苗株式会社 くにさだ育種農場 西本 淳  

TEL 0270-62-2358 
広報担当者  ：農研機構九州沖縄農業研究センター 広報普及室長 坂井 真  

TEL 096-242-7682  FAX 096-242-7543 
プレス用e-mail：q_info@ml.affrc.go.jp 

        カネコ種苗株式会社 緑飼部 販売企画グループ 部長代理 永井淳史 
                   TEL 027-253-0561  FAX 027-290-1045 
 本資料は、農政クラブ、農林記者会、農業技術クラブ、筑波研究学園都市記者会、九州
各県の県政記者クラブ、日本農業新聞九州支所に配付しています。 

 

※農研機構（のうけんきこう）は、独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。 

新聞、TV 等の報道でも当機構の名称としては「農研機構」のご使用をお願い申し上げます。 

プレスリリース 
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写真１ 倒伏に強い「K78R7」(右側)        図１ ９月上旬播種での収量性 
注.九州沖縄農業研究センターでの生育状況。    注：九州沖縄農業研究センターおよびカネコ種苗試験地での成績。           
 
 
表１．エンバク「K78R7」の夏播き栽培（９月上旬播種）における生育特性

K78R7 九州16号 既存品種A 既存品種B 備　考
出穂まで日数 55 49 53 43 ３場所・６試験の平均値

倒伏程度1) 2 .5 2.7 5.0 3.3 ３場所・５試験の平均値

草丈(cm) 125 110 124 117 ３場所・６試験の平均値
乾物率(%) 16.7 16.3 14.9 16.5 ３場所・６試験の平均値
穂重割合(%) 9.2 8.6 7.7 9.7 ３場所・５試験の平均値

推定TDN含量2)(%) 56.0 56.3 58.3 56.6 九沖農研2012年のサンプル

注　1)１：無－９：甚。2)家畜が消化吸収する飼料中の養分含量で、出口ら(1997)の推定式
　　　（TDN=-5.45+0.89*(OCC+Oa)+0.45*OCW）で算出。  
 
 
表２．エンバク「K78R7」の夏播き栽培における病害程度

K78R7 九州16号 既存品種A 既存品種B 備　考

冠さび病 1.0 1.0 4.3 1.0 １場所・１試験の平均値

ひょう紋病 1.3 4.2 2.5 1.4 １場所・３試験の平均値

葉枯れ性病害1) 2 .3 2.4 4.0 3.2 ２場所・５試験の平均値

注　値は評点で、１：無・微－９：甚。
　　 1)主に葉枯れ病。

図２ 現地試験（農家圃場）での収量性と倒伏程度   写真２ 鹿児島県現地試験地での 
倒伏発生状況 

注)棒グラフ上の数値は倒伏程度で、１：無－９：甚。 手前左：「K78R7」、手前右：「既存品種 A」。 
 

既存品種 A       K78R7 



用語の解説 
１）エンバク（燕麦、学名：Avena sativa L.） 
 イネ科カラスムギ属の一年草。オートムギ、オーツ麦とも呼ばれます。海外ではオートミールなど

食用にも用いられます。冷涼な環境でよく生育し、日本では牧草(青刈、サイレージ）としての利用の

ほか緑肥やクリーニングクロップとしても利用されます。日本における栽培面積は 52,000ha（2013
年）で、そのうち飼料用としては 7,620ha、九州では飼料用として 5,410ha の作付けがあります。 
 
２）夏播き・年内収穫栽培 
 エンバクの極早生品種を８月末から９月に播種して、年内に出穂させ収穫する栽培法です。短期間

に生育するエンバクの特質を利用し、晩夏から初冬の穏やかな気候を利用する栽培法として 1970 年代

後半から拡がりをみせ、飼料用トウモロコシや早期水稲の後作として定着しています。 
 
３）冠さび病 
 エンバクの重要病害の一つです。激発すると、栄養価の低下や減収に繋がります。 
 
４）ひょう紋病 
 日本では 2011 年に確認された病害で、関東地域の一部で多発しています。 
 
 

 


